
主催：大分県　　　　一般社団法人 大分県発明協会

令和２年度

宇宙・科学体感ウィーク
2020年

宇宙・科学体感ウィーク催事一覧

①科学体験プラザ １１／   １（日）

②大分県発明くふう展 １０／ ２７（火）～

 １１／   １（日）

③宇宙科学セミナー １０／ ３１（土）

11/ 1 日10/27火
▶

※裏面に注意事項があります。ご確認ください。

①科学体験プラザ 11／1（日）
会　場：大分県総合社会福祉会館 ４階　大ホール

ところ：大分市大津町２-１-41 

対　象：大分県内の小学生

②大分県発明くふう展 10／27（火）～11／1（日）
会　場：大分県立美術館OPAM　１階アトリウム　

ところ：大分市寿町２番１号

申　込：不要

アイデアあふれるいろんな作品がみられるよ！

福岡県福岡市生まれ。熊本県熊本市在住。
驚き・感動・大迫力の科学実験が次々飛び
出す超本格派サイエンスショーが大人気。
科学教育２０年の分かりやすく、楽しい解説
トークにも定評がある。全国テレビ放送出
演や人気YouTuberの動画実験監修か
ら、十数名の子供会まで、多種多様な出演・
技術協力を行っている。
元中学理科教員。遺伝子工学専門。

《申込方法》
QRコードまたはURLからお申込ください。
https://www.pref.oita.jp/soshiki/14240/r2scienceweek.html

《申込期限》令和２年１０月４日（日）
《申込についての注意事項》
○定員を上回る応募があった場合は、抽選をさせていただきます。
　当選者には、開催日の2週間前までにメールを送信します。当日はメールをご提示ください。　
　（抽選に外れた方には、ご連絡いたしません。）
○電話等による抽選結果の問い合わせは受け付けません。
○ご参加の回については、ご希望に添えないことがございます。

「これが空気のパワーでショー」
“イルミネーション・花火がもっとかがやく分光カードをつくる”

ふしぎな光の実験のワークショップも同時に行います！

講師：　　　　　　　　　　

九州サイエンスラボ株式会社

かず先生

講演題目

第1回10：00～11：30
第2回14：30～16：00

10/27～31 10：00～17：00
11/1 10：00～12：00

大分県新産業振興室

参加費無料
※事前に申込が必要です。



主催：大分県　　　　一般社団法人 大分県発明協会

令和２年度

宇宙・科学体感ウィーク
③宇宙科学セミナー10／31（土）

会　場：J：COMホルトホール大分　小ホール

ところ：大分市金池南１丁目5-1

対　象：大分県内の高校生・大学生・一般の方

　　　 （中学生も参加可）

①科学体験プラザ　大分県新産業振興室
〒870-8501 大分市大手町３-１-１（大分県庁舎本館７階）　TEL.097-506-3278　FAX.097-506-1753

②大分県発明くふう展　一般社団法人大分県発明協会（大分県産業科学技術センター内）

〒870-1117 大分市高江西1-4361-10　TEL.097-596-7121　FAX.097-594-0211

③宇宙科学セミナー　大分県産業科学技術センター
〒870-1117 大分市高江西1-4361-10　TEL.097-596-7100　FAX.097-596-7110 

講師： 　　　　　　　　　　

九州大学大学院  工学研究院

航空宇宙工学部門

花田俊也教授 

「宇宙の未来を考える 
　　～宇宙の交通と環境～」

講演題目

13：30～15：00

参加費無料
定員100名
※事前に申込が必要です。

《申込方法》
QRコードまたはURLからお申込ください。　http://www.oita-ri.jp/

《申込期限》令和2年１０月4日（日）
《申込についての注意事項》
○定員を上回る応募があった場合は、抽選をさせていただきます。
　当選者には、開催日の2週間前までにメールを送信します。
　（抽選に外れた方には、ご連絡いたしません。）
○電話等による抽選結果の問い合わせは受け付けません。

大分県産業科学技術センター

《注意事項》  イベントのご参加にあたっては以下の点にご注意ください。

⑴ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を予防するため、発熱など体調がすぐれない場合は、ご参加をご遠慮 

 願います。

⑵ ご来場にあたってはマスクの着用をお願いします。

⑶ 新型コロナウイルス感染症の状況によって、オンラインでの開催または中止となる場合がございます。オンラ 

 イン開催または中止となった場合、別途メールにてお知らせします。

⑷ 参加にあたってはケガや事故等のないよう十分にご注意ください。

お問い合わせ先（イベントにより問い合わせ先が異なります。よくご確認のうえ、お問い合わせください。）

1965年生、福岡県出身。小さな頃から飛行機が好きで、九州大学工学部航空工学科に
入学。1994年３月に九州大学大学院工学研究科応用力学専攻博士後期課程を修了、博
士（工学）を取得。1994年４月に九州大学工学部航空工学科助手に採用。現在、九州
大学大学院工学研究院航空宇宙工学部門教授、国際宇宙天気科学・教育センター教授
を併任。軌道力学、人工衛星工学、宇宙機動力学、軌道摂動論の授業を担当。研究の
ポイントは、日本のSF漫画「プラネテス」のように、スペースデブリ（宇宙ごみ）を回収す
る必要があるのかどうか、検証すること。答えを見出すために、様々な学問を融合して、
この検証に取り組んでいる。特に、スペースデブリ分布の安定性／不安定性、スペース
デブリ発生防止・環境改善策の有効性、人工衛星の生涯衝突率などを議論・評価する
ために研究開発したツールは、世界的な議論の場で日本のツールとして活用されている。


